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報道関係者 各位           

2025 年 11 月 7 日 

国立大学法人東京農工大学 

 

国立大学法人東京農工大学 次期学長候補者の決定について 
 

本日、東京農工大学学長選考・監察会議において、明年３月 31 日をもって任期満了となる千葉一裕

学長の後任の学長候補者を下記のとおり決定しました。 

 

◆次期学長候補者の氏名・任期◆ 

 

候補者氏名：中村 暢文（なかむら のぶふみ）  

（現 東京農工大学 特命理事・事務局長・工学研究院教授） 

 

任期：令和 8 年４月１日～令和 11 年３月 31 日 

 

 

 

 

◆選考の理由◆ 

学長選考・監察会議（以下「本会議」という。）は、国立大学法人東京農工大学学長候補者選考

等規程第４条に規定する「人格が高潔で、学識が優れ、かつ、本学における教育研究活動を適切

かつ効果的に運営することができる能力を有し、就任時において満７０歳を超えない者」につい

て資格を有し、かつ、本会議が定めた 「学長選考基準」の要件を満たしている者について学内に

推薦を求めた。 

本会議は、学内の推薦資格者各５名から推薦のあった中村暢文氏、船田良氏、三沢和彦氏の被

推薦者 3 名について、学内構成員に対し所信を表明し、質疑応答を行う「所信表明会」を本会議

主催により府中地区／小金井地区の両地区において開催した後、学内意向調査を行った。 

本日、本会議は、被推薦者との面談を実施し、その内容、推薦書類等（推薦書、学長候補者と

なるべき適任者の経歴・業績、所信、同意書）、所信表明会の評価及び意向調査の結果を参考に総

合的に判断し、かつ、慎重に議論を重ねた結果、本会議が定める「求められる学長像」に最も相

応しい者として、合議により、中村氏を次期学長候補者と決定した。 

国立大学を取り巻く状況が極めて厳しいなか、中村氏には大学の経営及び教学の最高責任者と

して強力なリーダーシップを発揮し、東京農工大学をより一層発展させていくことを期待する。   



 

 

 

 

◆選考過程◆ 

8 月１日（金） 東京農工大学学長選考基準の公表 

8 月１日（金）～9月１日（月） 
推薦受付期間 

（中村氏、船田氏、三沢氏の推薦を受理（50 音順）） 

９月１２日（金） 学長選考・監察会議による推薦書類の確認 

10 月 3 日（金） 
学長選考・監察会議主催による所信表明会を小金井

地区において実施 

10 月１４日（火） 
学長選考・監察会議主催による所信表明会を府中地

区において実施 

10 月１４日（火） 意向調査の公示 

10 月 2１日（火）～10 月 2７日（月） 期日前意向調査の実施 

10 月２８日（火） 

意向調査の実施 

中村暢文 285 票 

三沢和彦 117 票 

船田良  103 票 

無効票      6 票 

11 月７日（金） 
学長選考・監察会議による被推薦者との面談を実施 

学長選考・監察会議による学長候補者の選考 

 

◆関係資料等◆ 

中村氏の「経歴・業績（別紙様式 2）」、「所信（別紙様式 3）」、その他次期学長候補者に関する情報

は、本学 Webサイトに掲載しています。 

http://www.tuat.ac.jp/ をご覧ください。 

 

 

本件に関する問い合わせ先 

国立大学法人東京農工大学 

総務課 竹前、石川 

Tel ：042-367-5501, 5502 

Mail：soumuka-groups@go.tuat.ac.jp 

 

http://www.tuat.ac.jp/


別紙様式２                                                       （公表資料） 

  令和７年８月２９日 

 

学長候補となるべき適任者の経歴・業績 

 

（ふりがな） 

氏  名 

なかむら のぶふみ 

中村 暢文 

生 年 月 日 

（年齢） 

1964 年 3 月 5 日 

  （ 62歳） 

性別 男 

現 住 所          東京都 

最 終 学 歴 大阪大学大学院理学研究科 

※年齢は、年度末年齢とする。 

※最終学歴は、中途を含むものとする。 

１．主な経歴 

学       歴 

年  月 学校・学科専攻等名（卒業・修了・中退） 

1988 年 3月 東京理科大学 理学部 卒業 

1990 年 3月 東京理科大学 大学院理学研究科 博士前期課程 修了 

1993 年 3月 大阪大学 大学院理学研究科 博士後期課程 修了、 博士（理学） 

  

  

  

  

  

（適宜行を追加すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



職       歴 

期間（年月） 組織及び職名等 

1993 年 4月～ 

1995 年 3月 

日本学術振興会 特別研究員（PD） 

1995 年 4月～ 

1996 年 12月 

Oregon Graduate Institute of Science and Technology 博士研究員 

1997 年 1月～ 

1998 年 11月 

九州大学 有機化学基礎研究センター 講師（研究機関研究員） 

1998 年 12月～ 

2003 年 6月 

東京農工大学 工学部 講師 

2003 年 7月～ 

2012 年 9月 

東京農工大学 工学部 助教授 

2012 年 10月～ 

現在 

東京農工大学 大学院工学研究院 教授 

2021 年 4月～ 

2022 年 3月 

東京農工大学 図書館長、教育研究評議員 

2022 年 4月～ 

2025 年 3月 

東京農工大学 大学院工学研究院長・工学府長・工学部長、教育研究評議員 

2025 年 4月～ 

現在 

東京農工大学 特命理事、事務局長、教育研究評議員 

（適宜行を追加すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他特記事項（資格等） 

 

教諭免許状（中学理科専修、高校理科一種） 

 

 

 

 

 

 

 



２．教育研究業績（学位・受賞などを含む。） 

（１）教育業績（教育機関における実績） 

1) 神奈川工科大学（2001年 4 月～2010年 3 月）、国際基督教大学（2004 年 9 月～2021年 3月）、

早稲田大学（2009 年 4 月～2013 年 3 月）、筑波大学（2004 年 4 月～2005 年 3 月）、甲南大学

（2007 年 4 月～2008年 3 月）、奈良先端科学技術大学院大学（2012年 4 月～2013 年 3月）、大

阪府立大学（2018 年 4 月～2019 年 3 月）、東京理科大学（2019 年 4 月～2020 年 3 月）での非

常勤講師 

2) 東京農工大学 大学教育センター 兼務教員（2011 年 4月～2013年 3月） 

3) JABEE 化学分野審査委員会・委員長（2018 年 4 月～2019 年 3月） 

4) JABEE 工学分野審査委員会・委員長（2019 年 4 月～2020 年 3月） 

5) 東京農工大学 グローバル教育院 兼務教員（2021 年 4月～2022年 3月） 

 

（２）研究業績（原著論文及び著書等） 

1) The First Topa-Containing Copper(II) Complex, [Cu(DL-topa)(bpy)(H2O)]BF4･3H2O, as a Model for the Active Site 

in Copper Containing Amine Oxidase, N. Nakamura, T. Kohzuma, H. Kuma, and S. Suzuki, J. Am. Chem. Soc., 114, 

6550-6552 (1992). 

2) Biosynthesis of Topa Quinone Cofactor in Bacterial Amine Oxidases –Solvent Origin of C-2 Oxygen Determined by 

Raman Spectroscopy, N. Nakamura, R. Matsuzaki, Y. -H. Choi, K. Tanizawa, and J. Sanders-Loehr, J. Biol. Chem., 

271, 4718-4724 (1996). 

3) Topaquinone-Dependent Amine Oxidases: Identification of Reaction Intermediates by Raman Spectroscopy, N. 

Nakamura, P. Moënne-Loccoz, K. Tanizawa, M. Mure, S. Suzuki, J. P. Klinman, and J. Sanders-Loehr, Biochemistry, 

36, 11479-11486 (1997). 

4) Hydrogen-Bonded Dioxygen Adduct of an Iron Porphyrin with an Alkanethiolate Ligand: An Elaborate Model of 

Cytochrome P450, M. Matsu-ura, F. Tani, S. Nakayama, N. Nakamura, and Y. Naruta, Angew. Chem. Int. Ed., 39, 

1989-1991 (2000). 

5) Solubility and Stability of Cytochrome c in Hydrated Ionic Liquids: Effect of Oxo Acid Residues and Kosmotropicity, 

K. Fujita, D.R. MacFarlane, M. Forsyth, M. Yoshizawa-Fujita, K. Murata, N. Nakamura, and H. Ohno, 

Biomacromolecules, 8, 2080-2086 (2007). 

6) Direct Electrochemistry of Bilirubin Oxidase on Three-Dimensional Gold Nanoparticle Electrodes and Its 

Application in a Biofuel Cell, K. Murata, K. Kajiya, N. Nakamura, and H. Ohno, Energy Environ. Sci., 2, 1280-1285 

(2009). 

7) Monooxygenation by a Thermophilic Cytochrome P450 via Direct Electron Donation from NADH, H. Matsumura, 

K. Matsuda, N. Nakamura, A. Ohtaki, H. Yoshida, S. Kamitori, M. Yohda, and H. Ohno, Metallomics, 3, 389-395 

(2011). 

8) Cytochrome c Dissolved in 1-Allyl-3-Methylimidazolium Chloride type Ionic Liquid Undergoes a Quasi-reversible 

Redox Reaction up to 140ºC, K. Tamura, N. Nakamura, and H. Ohno, Biotechnol. Bioeng., 109, 729-735 (2012). 

9) The Two-Step Electrochemical Oxidation of Alcohols Using a Novel Recombinant PQQ Alcohol Dehydrogenase as 

a Catalyst for a Bioanode, K. Takeda, H. Matsumura, K. Igarashi, M. Samejima, N. Nakamura, and H. Ohno, 

Bioelectrochem., 94, 75-78 (2013). 



 

10) Discovery of a Eukaryotic Pyrroloquinoline Quinone-Dependent Oxidoreductase Belonging to a New Auxiliary 

Activity Family in the Database of Carbohydrate-Active Enzymes, H. Matsumura, K. Unezawa, K. Takeda, N. 

Sugimoto, T. Ishida, M. Samejima, H. Ohno, M. Yoshida, K. Igarashi, and N. Nakamura, PLOS ONE, 9, e104851 (2014). 

11) Bioinspired Electrocatalysts for Oxygen Reduction Using Recombinant Silk Films, T. D. Rapson, R. Kusuoka, 

J. Butcher, M. Musameh, C. J. Dunn, J. S. Church, A. C. Warden, C. F. Blanford, N. Nakamura, and T. D. 

Sutherlanda, J. Mater. Chem. A, 5, 10236-10243 (2017). 

12) Crystal Structure of the Catalytic and Cytochrome b Domains in a Eukaryotic Pyrroloquinoline Quinone-Dependent 

Dehydrogenase, K. Takeda, T. Ishida, M. Yoshida, M. Samejima, H. Ohno, K. Igarashi, and N. Nakamura, Appl. 

Environ. Microbiol., 5, e01692-19 (2019). 

13) An Amperometric Biosensor of L-Fucose in Urine for the First Screening Test of Cancer, K. Takeda, R. Kusuoka, M. 

Inukai, K. Igarashi, H. Ohno, and N. Nakamura, Biosens. Bioelectron., 22, 112831 (2021). 

14) Control of Phase Transition Temperature of Thermoresponsive Poly(ionic liquid) Gels and Application to a Water 

Purification System Using These Gels with Polydopamine, T. Takahashi, T. Yoshida, M. Tanaka, T. Ichikawa, H. 

Ohno, and N. Nakamura, Sep. Purif. Technol., 337, 126433 (2024). 

15) Redox Properties of Pyrroloquinoline Quinone in Pyranose Dehydrogenase Measured by Direct Electron Transfer, 

K. Takeda, J. A. Birrell, R. Kusuoka, T. Minami, K. Igarashi, and N. Nakamura, ACS Catal., 14, 12242-12250 (2024). 

（WoS 論文 合計 140編） 

（３）学位 

1993 年 3 月 博士（理学） 学位論文名：Bioinorganic Chemical Studies on Copper Complexes Involving 

Pyrroloquinoline Quinone (PQQ) and Trihydroxyphenylalanine (TOPA) 

 

（４）受賞 

2024 年 2月 電気化学会フェロ― 

３．その他の業績及び賞罰（教育研究以外に特記するものがあれば記載する。） 

＜学会活動＞ 

日本化学会・代議員（2003 年 3月～2005年 2月） 

日本化学会・関東支部幹事（2006年 3月～2007 年 2 月） 

電気化学会・関東支部監事（2012年 3月～2014 年 2 月） 

電気化学会・理事（2014 年 3 月～2016年 2月） 

電気化学会・業務執行理事（会計）（2018年 3月～2020年 2月） 

電気化学普及委員会・委員長（2020 年 4 月～2022 年 3月） 

電気化学会・業務執行理事（庶務）（2021年 3月～2023年 2月） 

＜省庁関係委員＞ 

文部科学省中央教育審議会（大学分科会・高等専門学校特別委員会）・専門委員 

（2006 年 3 月～2009年 1 月） 

厚生労働省・食品用器具及び容器包装の規制のあり方に係る検討会・構成員 

（2012 年 7 月～2015年 3 月） 


















